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産総研のデータ公開の中でのGSJの立ち位置
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産総研のデータ公開の中でのGSJの立ち位置

産総研では「研究データポリシー」の策定（2020）によって、研究データの積
極的な公開を目指すことに。
公開データリポジトリも準備中。

産総研は7つの研究領域からなり、領域毎に研究分野の事情にあわせた
データポリシーの運用を行う。

GSJは、地質図幅の出版など研究成果の公開、公開データベースの整備が
比較的進んでいるため、GSJの管理するデータ公開システムと産総研の公開
データリポジトリを連携して運用することを想定。

将来、産総研のデータリポジトリで研究データのメタデータが管理できること
を期待して、今GSJのデータ公開として取り組むべきことは、

・流通に適したデータの整備
・データの見つけやすさ、取得しやすさの向上

によって、より連携しやすいデータにしていくこと。
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地質情報を連携可能なデータにするために
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FAIR原則：Findable（見つけられる）、Accessible（アクセスできる）、

Interoperable（相互運用できる）、Reusable（再利用できる）

To be Findable: (見つけられるために)
F1. （メタ）データが、グローバルに一意で永続的な識別子（ID）を有すること。
F2. データがメタデータによって十分に記述されていること。
F3. （メタ）データが検索可能なリソースとして、登録もしくはインデックス化されていること。
F4. メタデータが、データの識別子（ID）を明記していること。

To be Accessible: (アクセスできるために)
A1. 標準化された通信プロトコルを使って、（メタ）データを識別子（ID）により入手できること。
A1.1 そのプロトコルは公開されており、無料で、実装に制限が無いこと。
A1.2 そのプロトコルは必要な場合は、認証や権限付与の方法を提供できること。
A2. データが利用不可能となったとしても、メタデータにはアクセスできること。

To be Interoperable: (相互運用できるために)
I1. （メタ）データの知識表現のため、形式が定まっていて、到達可能であり、共有されていて、広く

適用可能な記述言語を使うこと。
I2. （メタ）データがFAIR原則に従う語彙を使っていること。
I3. （メタ）データは、他の（メタ）データへの特定可能な参照情報を含んでいること。

To be Re-usable: (再利用できるために)
R1. メタ（データ）が、正確な関連属性を豊富に持つこと。
R1.1 （メタ）データが、明確でアクセス可能なデータ利用ライセンスと共に公開されていること。
R1.2 （メタ）データが、その来歴と繋がっていること。
R1.3 （メタ）データが、分野ごとのコミュニティの標準を満たすこと。

https://biosciencedbc.jp/about-us/report/fair-principle/ より

地質情報を連携可能なデータにするために
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地質図幅、地質情報は様々な情報の基盤情報
外部から参照・活用されるデータセットに

そのために始めに取り組むものとして、

・リソース識別子（URI）の整備
メタデータ、リソースの整備
リソースにユニークで永続的な識別子を持たせること
リソースをネット上でユニークに指定・参照可能に

↓
リンク可能なデータに

・データの連結・リンクデータの整備
リソースに、他のリソースとの関連を表す情報を追加
リソースに関連した多種のデータを見つける・取り出すことを可能に

・リソース提供のための配信システム・APIの整備
リソースの取得、検索機能

識別子を持たせたデータセットを整備することで、外部との連携がしやすくなる

地質情報を連携可能なデータにするために

防災

地質図幅

岩相分布

地質凡例

記載

活断層・火山

観測データ

岩石物性

資源

土木

教育

地質
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最近の進捗
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最近の進捗

1) データ連携の進展

ジャパンサーチ G空間情報センター 地理院地図

地質情報のリンクデータ化とリソース識別子の整備が進んだことで、他機関のデジタルアーカイブなどとのデータ
連携がしやすくなった。
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2) データ配信コンテンツ追加

海域の音波探査プロファイル：
測線に識別子を付与。測線リスト、プロファイルの取得

https://gbank.gsj.jp/ld/resource/marine-seismic/profile/19x02-gh97ga97

最近の進捗

https://gbank.gsj.jp/ld/resource/marine-seismic/profile/19x02-gh97ga97
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地殻内応力データ：
新規公開
JSONでデータセットを配信

最近の進捗
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新たな取り組み

地質図幅の記載情報の「使えるデータ」化
アナログ時代の長かった地質図幅をデータ化（資産の活用）

地質図幅のベクトル化：
実施中 → まだ時間が必要（進捗は1/5万図幅の約4割）

現在の用途： ・WMS等で配信
・編集用のデータ提供

もっと使えるデータにするために：
・地層ポリゴンに記載情報・属性情報が必要（現状は凡例名のみ）

・物理・化学など図幅以外の成果データとの結びつけにも、構造化されたリンク
可能なデータが必要

↓
・図幅説明書のテキスト構造化 → 図幅に記載された地層やポイント情報の記

述データを取得可能に
・凡例データの構造化 → 地層ポリゴンと記載情報を結合

地質図幅毎に異なる年代・岩相表現を、基準的な年代・岩相データに
マッピング
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重力データの公開
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重力基本図の公開

GSJがこれまでに出版した重力基本図はウェブ公開されています

https://gbank.gsj.jp/ld/resource/publication/map/grav

https://gbank.gsj.jp/ld/resource/publication/map/grav


15

重力基本図の公開

重力基本図メタデータの例：
「名古屋地域重力図」

https://gbank.gsj.jp/ld/resource/publication/map/grav/map1357

TileJSON:  ウェブマップなどで使うための
地図画像タイルの情報

メタデータは、タイルテンプレートやWMSの情報等も含む

https://gbank.gsj.jp/ld/resource/publication/map/grav/map1357
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重力基本図の公開

参考情報

TileJSONの取得API：
主題図IDや緯度経度をパラメータとしてTileJSONを取得することが可能

https://gbank.gsj.jp/geonavi/maptile/v1/getTileJsons/?themeid=71

https://gbank.gsj.jp/geonavi/maptile/v1/getTileJsons/?
themeid=71&bbox=137,35,138,36

API例: 重力図(themeid=71)のリストを取得

API例: 緯度経度範囲を指定して重力図を取得

https://gbank.gsj.jp/geonavi/maptile/v1/getTileJsons/?themeid=71
https://gbank.gsj.jp/geonavi/maptile/v1/getTileJsons/?themeid=71&bbox=137,35,138,36
https://gbank.gsj.jp/geonavi/maptile/v1/getTileJsons/?themeid=71&bbox=137,35,138,36
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重力基本図の公開

地質図Naviでの表示例： https://gbank.gsj.jp/geonavi/

https://gbank.gsj.jp/geonavi/
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重力基本図の公開

地質図Naviでの表示例：
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重力観測データ閲覧のためのアプリ試作

「重力観測データ集」アプリ

研究現場からの要望：

・いつでも簡単に重力の観測
データをチェックできると嬉しい

・全部の観測点のデータを一目
で見たい

・いずれはデータのダウンロード
もできるようにしたい

→ とりあえず動作デモを作って
感触を確かめる



データ：
・「観測点・観測装置・チャンネル・年月日」ごとにグラフ画像を作成したもの
・一括でDBに取り込み

（暫定的なDB登録処理・・・データの収集法方や利用方法が固まるまで）
（本番環境では、データ取得・グラフ作成を自動処理化）

共有に適したデータのフォーマットやファイル取得方法を取り入れていく
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重力観測データ閲覧のためのアプリ試作



配信データ・APIの設計：
外部の利用者はデータをどのように取得・利用したいか？の視点でAPIを整備
・特定の日のデータを取得（全地域）
・装置の観測データの推移を取得
・グラフ画像で概観
・解析可能なデータを取得

利用方法に適したAPIにするためにDBの構造・データ項目の見直しも行う
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重力観測データ閲覧のためのアプリ試作

API 1:  「2022年2月2日」の全観測点のデータを取得
https://gbank.gsj.jp/ld/resource/gravdb/dailyimages.json?date=2022-02-02

API 2:  「観測点・観測装置・チャンネル」を指定した時系列データを取得
https://gbank.gsj.jp/ld/resource/gravdb/timeline.json?area=Ishigaki&obs=Baro-MET1&sens=ts

https://gbank.gsj.jp/ld/resource/gravdb/dailyimages.json?date=2022-02-02
https://gbank.gsj.jp/ld/resource/gravdb/timeline.json?area=Ishigaki&obs=Baro-MET1&sens=ts


データセットの構造：
・観測点、観測装置、チャンネル
に識別子を付与
・個別に外部から
参照可能とする
・未整備項目は
個別のリンクで柔軟に
追加可能
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重力観測データ閲覧のためのアプリ試作

観測点

観測装置

チャンネル

データ

・名称
・位置
・管理者
・設置年
etc.

・名称
・装置情報
・管理者
・設置年
etc.

・名称

・チャンネル情報
etc.

・名称
・測定条件
etc.

・日別グラフ画像

・数値データ

今後の検討：
データへの識別子付与

識別子を付ける単位は？
・観測点・観測装置・チャンネル・期間
または

・観測点・観測装置・チャンネル （期間
は抽出条件）



デモサイト仮公開：
https://gbank.gsj.jp/geonavi/docdata/gravimage/
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重力観測データ閲覧のためのアプリ試作

https://gbank.gsj.jp/geonavi/docdata/gravimage/
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